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CM44-10102-8T2

正誤表 

F2MC-16LX 

16ビット・マイクロコントローラ 

MB90570 Series 

ハードウェアマニュアル 
[旧正誤表データも,本正誤表に含みます。] 

2009.1.16 

ページ 項目 訂正内容 

10 表1.6-1 表中の 部分を訂正。 

 

端子番号 端子名 回路形式 機能説明 

92/93 X0/X1 A 高速発振用端子です。 

74/73 X0A/X1A B 低速発振用端子です。 

     

14 表 1.7-1 表中の分類Bの備考記述を で示したように訂正。 

 

 ・低速用発振帰還抵抗=約10MΩ 

 

19 1.8節 ページの終わりに下記の記述を追加。 

 

 ○ PLLクロックモード動作中の注意について 

本マイコンでPLLクロックを選択しているときに発振子が外れたり,またはクロック入力

が停止した場合,本マイコンはPLL内部の自励発振回路の自走周波数で動作を継続し続ける

場合があります。この動作は保証外の動作です。 

 

81 5.1節 「■ マシンクロックの切換え」の注意事項に の記述を追加。 

 

＜注意事項＞ 

電源を投入した場合,またはハードウェアスタンバイモード,ストップモードを解除した

場合は,サブクロック発振安定待ち時間(約2秒)が発生します。この間に,メインクロック

モードからサブクロックモードに切り替えた場合は,発振安定時間が発生します。 

 クロックモードを切り替えた場合,切替えが完了するまでは,ほかのクロックモードおよ

び低消費電力モードへの切替えを行わないでください。切替えの完了はクロック選択レジ

スタ(CKSCR)のMCMビットおよびSCMビットを参照して確認してください。 

 

86 5.3.2項 【ビット15】SCMの3行目～5行目の記述を以下のように訂正。 

  SCS=1で,かつSCM=1ならば,メインクロック発振安定待ち時間中であることを示します。 

↓ 

  SCS=0で,かつSCM=1ならば,メインクロックからサブクロックへの移行期間中であることを

あらわします。また,SCS=1で,かつSCM=0ならば,サブクロックからメインクロックへの移行期

間中であることをあらわします。 

 

89 5.4節 ページの終わりに注意事項を追加。 

 

＜注意事項＞ 

クロックモードを切り替えた場合,切替えが完了するまでは,ほかのクロックモードおよ

び低消費電力モードへの切替えを行わないでください。切替えの完了はクロック選択レジ

スタ(CKSCR)のMCMビットおよびSCMビットを参照して確認してください。 
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ページ 項目 訂正内容 

92 6.1節 ページの終わりに注意事項を追加。 

 

＜注意事項＞ 

クロックモードを切り替えた場合,切替えが完了するまでは,ほかのクロックモードおよ

び低消費電力モードへの切替えを行わないでください。切替えの完了はクロック選択レジ

スタ(CKSCR)のMCMビットおよびSCMビットを参照して確認してください。 

 

106 6.3節 ページの終わりに注意事項を追加。 

 

＜注意事項＞ 

クロックモードを切り替えた場合,切替えが完了するまでは,ほかのクロックモードおよ

び低消費電力モードへの切替えを行わないでください。切替えの完了はクロック選択レジ

スタ(CKSCR)のMCMビットおよびSCMビットを参照して確認してください。 

 

231 15.2.2項 ページの終わりに注意事項を追加。 

 

＜注意事項＞ 

複数の外部割込み要求出力が許可(ENIR:EN7～ENO=1)されている場合,CPUが割込みを受

け付けたビット(ER7～ER0の”1”にセットされているビット)だけを”0”にクリアするように

してください。それ以外のビットを無条件にクリアすることは避けてください。 

 

272 表19.3-2 表中の記述を で示したように訂正。 

 

内部タイマ(8ビットPPGタイマch1または16ビットPPGタイマ) 

 

「■ 内部クロック」の記述を で示したように訂正。 

 

(2行目) ･･･場合は,8ビットPPGタイマch1または16ビットPPGタイマがボーレートのクロック

ソースとして使用されます。 

(7行目) N:PPGのカウントクロックソース分周値 

(8行目) n:PPGのリロード値 

(9行目) ･･･ボーレートとPPGのリロード値(10進数)の･･･ 

(表タイトル)  ボーレートとPPGのリロード値(非同期) 

(表中)  PPGのリロード値 

(表の下) ボーレートクロックソースとして内部タイマ(8ビットPPGタイマch1または16ビット

PPGタイマ)を選択した場合には, 8ビットPPGタイマch1または16ビットPPGタイマの出

力PPG1は本コントローラ内部で既に接続されています。したがって, 8ビットPPGタイ

マch1または16ビットPPGタイマの外部端子PPG1から本UARTの外部クロック入力端子

SCK0へ外部で接続する必要はありません。また,PPG1の出力端子を･･･ 

 

283 19.4節 

「■ 外部クロック」の最終行の記述を で示したように訂正。 

 

  ただし,ｆは最大2MHzまでです。 
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ページ 項目 訂正内容 

285 19.5.1項 「■ 受信動作」の終わりに下記の記述を追加 

 

○ スタートビット検出方法 

スタートビットを検出するには,以下のように設定してください。 

・通信期間直前は通信線を必ず”H”(マークレベルを付加)にしてください。 

・通信線が”H”(マークレベル)の期間に,受信許可(RXE=H)にしてください。 

・非通信期間中(マークレベルを除く)は, 受信許可(RXE=H)にしないでください。正し

いデータが受信できません。 

・ストップビット検出後(RDRFフラグが”1”にセットされた後),通信線が”H”(マークレベ

ル)の間に受信禁止(RXE=L)にしてください。 

 

 

以下の例のようなタイミングで受信許可に設定しますとマイコン側で入力データ(SIN)が

正しく認識されませんので注意してください。 

・通信線が”L”の期間に,受信許可(RXE=H)に設定した場合の動作例 

 

 

304 20.3.1項 「■ 外部シフトクロックモード」の2行目～3行目の記述を で示したように訂正。 

 

  転送速度はDCから1/(8マシンサイクル)まで可能です。例えば,”1マシンサイクル=62.5ns”の
とき,2MHzまで可能です。 

 

351 25.2節 【ビット8】MIの＜注意事項＞の記述を以下のように訂正。 

 

  ROMミラー機能を起動している場合,00バンクの”004000H～00FFFFH”番地へ,”FF4000H～
FFFFFFH”番地がミラーされますので,”FF3FFFH”番地以下のROMアドレスでは,ROMのミラー機能を

設定しても00バンクにミラーされません。 
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ページ 項目 訂正内容 

453 付録 B  「表 B.9-20 XCH Ri,ea命令（第１バイト＝7E H）」を変更 

 

(誤) 

 

  項目「A」 

 

  +Aの行 「W2+d16,A」 

 

(正) 

 

  項目「A0」 

 

  +Aの行 「@RW2+d16」 

 

 


